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１．研究目的 

本研究の目的は，英語教育における中・高・大

を連携した「思考力，判断力，表現力」育成の指

導の在り方を考察することである．我が国では，

中・高・大のいずれの段階においても，英語の授

業では「思考力，判断力，表現力」育成について

深く考察されることは少なかった．その理由とし

ては，英語教育では，まず言語材料をいかに習得

させるかに焦点があてられていたからである．し

かし，「知識・技能」を活用して課題を解決するた

めに必要な「思考力，判断力，表現力」の育成は

学校教育法で規定されている学力の３要素のひと

つである．本研究では，申請者たちが今まで行っ

てきた大妻女子大学での論理的思考力育成教育及

び大妻女子大学附属の大妻中野中学高等学校にお

ける論理的思考力育成教育の成果を踏まえ，中・

高・大を円滑に接続した学習者の発達段階に応じ

た「思考力，判断力，表現力」育成のための指導

法の開発を行う． 

 

２．研究実施内容 

2.1. 研究の学術的背景 

今日は知識基盤社会であり，グローバル化の進

展など急速に社会が変化する中，次代を担う生

徒・学生たちには，幅広い知識と柔軟な思考力に

基づいて判断することが求められている．学習指

導要領では学校教育でつける力を，①基礎的・基

本的な知識・技能，②知識・技能を活用して課題

を解決するために必要な思考力・判断力・表現力

等，③主体的に学習に取り組む態度とし，それら

を学力の３要素としている．本研究はこの学力の

３要素の１つである「思考力，判断力，表現力」

育成のための中・高・大を連携した指導法の開発

を行った． 

 

2.2. 研究内容 

本研究では，論理的・批判的思考力の理論的整

理を行うと共に，4 技能 5 領域（「聞くこと」，「読

むこと」，「話すこと(発表)」，「話すこと(やり取り)」，

「書くこと」）統合型の活動を通じた英語による

「思考力，判断力，表現力」を育成するための授

業に取り組むことができるようにするための手順

を示し，授業の課題と，実践可能な課題の解決方

法を明らかにした．具体的に英語の授業において

は，「聞いたり」「読んだり」して得た情報につい

て，その概要や要点を的確に把握し，自分の意見

や考えなどの共通点や相違点などを示しながら論

理的・批判的に「話したり」「書いたり」して表現

する力を育成した．また，与えられた話題につい

て，限られた時間の中で自分の意見を，説得力を

持って表現する力，相手からの問いかけに応じて

自分の経験や考えを適切に述べる力を育成した． 

4 月～6 月は，ロンドン大学の UPC（学士入学準

備コース）入学試験で課される『批判的思考テス

ト』の Argument に関わる学力評価を中心に考察し

た．それを基に，英語教育における「思考力，判
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断力，表現力」が具体的にどのような学力を指し，

どのように育成し，どのように評価するかについ

て明確にした．（研究成果は日本人類言語学会の年

次学術大会で研究発表．） 

7 月～9 月は，理論研究としては，Bloom の学習

活動における「記憶・理解・応用・分析・評価・

創造」という 6 つの認知過程次元の検討．実践研

究としては，中・高・大の英語教育において，そ

れぞれの段階でつけるべき「思考力，判断力，表

現力」の把握．（研究成果は，国外では米国に於け

る Clute Institute の国際研究大会，国内では日本学

校教育学会の年次研究大会で研究発表．） 

10 月～12 月は，理論研究としては，Halpern，

Anderson，と Facione の批判的思考スキルの考察．

Halpern は批判的思考スキルを高次の認知的スキ

ル（higher order cognitive skills）として位置づけ，

「分析・判断・統合」に分類している．また，

Anderson et al. の「分析・評価・創造」とする分類

は，Facione による批判的思考の認知的技能「解

釈・分析・評価・推論・説明・自己制御」のうち

「分析・評価・推論・説明」に対応していること

の検討．実践研究としては，「聞くこと」「読むこ

と」「話すこと（発表）」「話すこと(やり取り)」「書

くこと」の 4 技能 5 領域を，複数の領域を統合的

に活用し，情報や考えなどを的確に理解したり，

目的に応じたコミュニケーションのプロセスを通

じて適切に伝えたりする「思考力，判断力，表現

力」の育成方法を考察．（研究成果は日本言語文化

学会の年次研究大会で研究発表の予定．） 

1 月～3 月は，理論研究としては，英語教育にお

ける「思考力，判断力，表現力」を Argument の「分

析・評価・創造」に分類することを考察．実践研

究としては，「思考力，判断力，表現力」育成のた

めの授業の課題となる点とその解決方法をより明

確にした． 

 

３．まとめと今後の課題 

本研究の目的は問題発見能力，問題解決能力に

結びつく「思考力，判断力，表現力」を中・高・

大を通じて英語教育において育成することである．

現在は，英語教育において育むべき「思考力，判

断力，表現力」が明確化されないまま，その概念

だけが教育現場に導入されているのが実情である．

このような状況にあっては，英語教育を通して「思

考力，判断力，表現力」を効果的に育成するのは

困難である． 

本研究は，このような状況を踏まえた上で，英

語教育における「思考力，判断力，表現力」の枠

組みを規定し，その育成のためには従前の英語教

育の枠組みを超えた議論学（Argumentation Theory）

の知見を導入する必要性を論じた．Argument（論

証）に関する能力を中・高・大の英語教育でどの

ように導入すべきかを検討するという視点は，従

来の英語教育にはなかったといえる．Argument を

用いた授業モデルをどのように設計することが

中・高・大のそれぞれの段階の学習者にとって効

果的であるのかについては，今後の実証的研究を

通して明らかにしていく必要がある． 
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